
員
に
戦
略
を
聞
い
た
。

ーー
ー
一
一
一
菱
ケ
ミ
カ
ル
H
D

の
2
0
1
1年
度
の
研
究
開

発
費
は
1
4
0
4億
円
と
、

聞裏目

ックス複合

業産経目

、、、放熱材、樹脂とセラ

【第三種郵便物認可】

コレラ毒素

パ
イ
オ
ニ
ア
と
組
ん
で
い

る
。
有
機
太
陽
電
池
は
開
発

段
階
か
ら
試
験
生
産
の
段
階

に
入
ろ
う
と
し
て
い
る
」

三菱イ

池

耐
熱
性
高
く

東
京
工
業
大
学
の
安
藤
慎
治
教
授
ら

は
、
新
し
い
放
熱
材
を
開
発
し
た
。
樹

脂
と
セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
粒
子
を
複
合
し

て
、
加
工
の
し
や
す
さ
と
高
い
耐
熱
性

を
両
立
さ
せ
た
。
セ
氏
3
0
0度
の
高

温
で
も
安
定
し
て
使
え
る
と
い
う
。
家

東
工
大
が
開
発

電
や
自
動
車
な
ど
は
高
性
能
化
に
伴
い

半
導
体
素
子
の
発
熱
量
が
増
え
る
一
方

で
、
温
度
上
昇
に
よ
る
誤
作
動
や
故
障

が
危
倶
さ
れ
て
い
る
。
長
期
間
安
定
し

て
使
え
る
放
熱
材
と
し
て
実
用
化
を
目

指
す
。

率
化
す
る
。

「
こ
こ
数
年
は
『
技
術
で

勝
っ
て
事
業
で
も
勝
つ
』
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
研
究
者
を

を
晶
め
て
い
る
」

1

1

ア
ジ
ア
勢
の
追
い
上

J
J
ま。「

研
究
開
発
で
も
中
園
、

加
工
容
易

えが 鋼た率合にぜル
る高ど並りは材伝る ム
こくちみ約、のわこに
と 、 ら に 21 1水 る と 向
が同のなトZM平よで き
あ 2材っと・方う、を
る O 料たスケ向に熱 そ
電 O も 。テルのしが ろ
範度思 ンピ熱た効え

を熱 レン伝。率て
品超性 ス当導複的混

セ
氏
側
度
で
も
安
定

研
究
グ
ル
ー
プ
は
、
電
子

デ
バ
イ
ス
材
料
と
し
て
も
使

わ
れ
て
い
る
樹
脂
の
ポ
リ
イ

ミ
ド
に
、
六
方
晶
窒
化
ホ
ウ

素

(
h
B
N
)
と
呼
ぷ
人
工

セ
ラ
ミ
ッ
ク
ス
を
組
み
合
わ

せ
た
。

h
B
Nは
薄
い
層
状

'sν す州
事
荊
は
い

ジ

ウ
内
す

L

討

ホ
層

や

レ

制

化

で

り

く

A
m

窒
造
わ

ι

向

島

町

制

伝

り

方

方
状

が

市

平

六

賂

熱

M

k
e
?
'
b
i
-
-
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J
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H
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¥
く
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p
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f
i
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新しい放熱材のイメージ

細
胞
侵
入
経
路
を
解
明

東
大
、
治
療
薬
開
発
に
道

東
京
大
学
の
田
口
友
彦
特
-
日
掲
載
さ
れ
る
。
一
解
明
だ
っ
た
。

任
准
教
授
と
新
井
洋
由
教
授
一

下
痢
や
脱
水
症
状
を
引
き
一

回
口
特
任
准
教
授
ら
は
サ

の
結
品
が
積
み
重
な
っ
た
安

定
的
な
構
造
を
し
て
お
り
、

層
内
は
熱
が
素
早
く
伝
わ
る

特
徴
を
持
つ
。

大
き
さ
が
数
十
一
説
(
岱
は

1
0
0万
分
の
1
)
肘
大
の

h
B
N粒
子
を
、
樹
脂
フ
ィ

記 J53引
lS3E3…j 

り
込
ま
れ
る
こ
と
が
わ
か
っ

た。
コ
レ
ラ
毒
素
の
移
送
に

は
、
エ
ン
ド
ソ
l
ム
に
あ
る

「
エ
ベ
ク
チ
ン
2
」
と
い
う

た
ん
ぱ
く
質
が
関
わ
っ
て
い

る
こ
と
も
判
明
。
エ
ベ
ク
チ

ン
2
を
な
く
し
た
細
胞
で

ト
h
、
怠
島
ぎ

E
E
f
p
t
/
?
ぃ

ha'zr

骨新しくする「骨代謝」

指示出す細胞発見

日目代

L
万
国

「
資
金
を
ば
ら
ま
く
『
タ

ニ
マ
チ
』
は
す
べ
て
引
き
揚

げ
た
。
研
究
資
金
は
出
す
が
、

で
も
安
定
し
て
使
え
る
と
み

て
い
る
。
ま
た
、
ポ
リ
イ
ミ

ド
が
土
台
な
の
で
、
樹
脂
が

持
つ
加
工
し
や
す
い
長
所
を

生
か
せ
る
。

現
状
で
は
材
料
強
度
が
落

ち
る
た
め
、

h
B
N
の
量
を

最
大
で
邸
%
に
し
か
で
き
な

い
と
い
う
。
今
後
、
表
面
処

理
に
よ
っ
て
樹
脂
と
な
じ
み

このち麦
と研か乏
が 究 げ 努
多者.る按
いも‘とに
。誘、夕
日 つ 学 宿
本て内{iJ
のくの'9
大れほを
学るか j者

畳
屋
、
べ
講
道
交
沼
一
白
ズ
h
f
，↓

用
の
た
め
に
、
化
学
企
業
が
一
;

大
き
な
役
割
を
果
た
す
と
考
一」ノ

え
て
い
る
」
(
草
塩
拓
郎
)

に
骨
細
胞
は
「
R
A
N
K
L
(ラ

ン
ク
リ
ガ
ン
ド
)
」
と
い
う
分

子
を
作
り
出
し
、
破
骨
細
胞
の

働
き
を
活
性
化
し
て
い
る
こ
と

が
分
か
っ
た
。

マ
ウ
ス
の
骨
細
胞
で
ラ
ン
ク

リ
ガ
ン
ド
が
で
き
な
い
よ
う
に

操
作
し
た
と
こ
ろ
、
破
骨
細
胞

が
働
か
な
く
な
り
、
骨
を
作
り

替
え
る
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ

た
。
破
骨
細
胞
が
骨
を
溶
か
さ

な
い
と
、
骨
芽
細
胞
が
新
し
い

骨
を
作
れ
な
い
た
め
、
骨
が
石

の
よ
う
に
な
る
大
理
石
骨
病
を

発
症
し
た
と
い
う
。

1¥ド 以プ時たを危 テ トを 度
開'，-':-/ ~百二E・.ロ ー丙晶 o去t:'.持率..〆.J::-戸 ーす

米 を府大エンの「をは 研オ水を国交妹のの
邑苔令官止と、ノ吠一吉 J 仕軒ア智手構日 l際滞跡汁 てア苗

や
す
く
し
、
さ
ら
に
含
有
量
一と
材
料
が
劣
化
し
て
し
ま
う

を
増
や
す
こ
と
で
熱
伝
導
性
一
こ
と
も
あ
っ
た
。

を
高
め
る
。
少
量
で
も
効
率
一

電
化
製
品
の
高
性
能
化
に

的
な
放
熱
が
で
き
る
よ
う
に

一伴
い
発
熱
量
は
増
え
、
冷
却

す

る

。

一

に

も

エ

ネ

ル

ギ

ー

が

必

要

。

こ
れ
ま
で
も
樹
脂
と
無
機
一開
発
し
た
新
素
材
で
う
ま
く

物
を
組
み
合
わ
せ
た
放
熱
材

一熱
を
逃
が
す
こ
と
が
で
き
れ

は
あ
る
が
、
耐
熱
性
や
柔
軟
一ば
、
冷
却
の
た
め
に
使
う
エ

性
な
ど
に
課
題
が
残
っ
た
。
一
ネ
ル
ギ
l
が
減
り
省
エ
ネ
に

高
温
な
環
境
で
長
期
間
使
う
一も
役
立
つ
。

東
京
医
科
歯
科
大

マ
ウ
ス
で
分
離
成
功

東
京
医
料
歯
料
大
学
の
高
柳

広
教
授
ら
は
、
古
い
骨
が
新
し

い
骨
に
置
き
換
わ
る
「
骨
代
謝
」

の
際
に
、
骨
細
胞
と
呼
ば
れ
る

細
胞
が
司
令
塔
の
役
割
を
果
た

す
こ
と
を
突
き
止
め
た
。
骨
細

胞
の
存
在
は
知
ら
れ
て
い
た

が
、
役
割
を
明
確
に
で
き
た
の

は
初
め
て
。
研
究
チ
!
ム
は
骨

細
胞
を
標
的
に
す
れ
ば
、
代
謝

異
常
に
よ
る
骨
組
し
よ
う
症
や

関
節
リ
ウ
マ
チ
な
ど
の
病
気
の

治
療
に
つ
な
が
る
と
み
て
い

る。
成
果
は
四
日
、
米
刺
学
誌
ネ

イ
チ
ャ
l
・
メ
デ
ィ
シ
ン
に
掲

載
さ
れ
た
。

骨
は
古
く
な
る
と
破
骨
細
胞

に
よ
っ
て
壊
さ
れ
、
そ
の
一
方

で
骨
芽
細
胞
が
新
し
い
骨
を
作

り
出
す
骨
代
謝
を
繰
り
返
し
て

い
る
。
今
回
の
研
究
で
は
、
マ

ウ
ス
を
使
っ
て
骨
細
胞
だ
け
を

分
離
す
る
こ
と
に
成
功
。
さ
ら

テ
ラ
ヘ
ル
ツ
波
物
質
検
査

富
士
通
研
、
時
間
1
一
お
に

• 一一「

写'1

た。
縦
横
初
、
、
r、
厚
さ
1
〆
の

対
象
物
の
全
体
像
を
1
分
別

秒
で
検
査
で
き
た
。
従
来
は
、

対
象
物
を
少
し
ず
つ
ず
ら
し

な
が
ら
そ
の
都
度
照
射
す
る

必
要
が
あ
っ
た
た
め
、
加
分

か
か
っ
た
と
い
う
。

-
ア
ラ
¥
ル
ツ
皮
を
吏
っ
と

必
要
な
た
ん
ぱ
く
質
の
移
送
一
が
必
要
に
な
る
。
一
質
も
同
じ
経
路
で
細
胞
に
取

に
も
関
与
し
て
お
り
、
毒
素
一

赤
痢
菌
が
出
す
シ
ガ
毒
素
一り
込
ま
れ
て
い
る
可
能
性
が

の
移
送
だ
け
を
抑
え
る
方
法

一な
ど
、
他
の
毒
性
た
ん
ぱ
く
一
あ
る
と
い
う
。
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